
(57)【要約】

【課題】電子内視鏡用モニタ装置において、被写体像の

上下左右を便宜上一致させて、術者の操作ミスを防止す

る。

【解決手段】電子内視鏡１０の先端に設けたＣＣＤ１２

により光学的被写体像を光電変換し、その出力信号をプ

ロセッサ１４に出力して映像信号を得、モニタ装置２０

に出力し、モニタ装置２０は映像信号に基づいて画面２

８上に光学的被写体像を表示する。モニタ装置２０は、

枠体２２と、枠体２２に回転自在に支持され画面２８を

備えた表示体２４とを備える。枠体２２の左右側辺部に

スリット３２Ｒおよび３２Ｌを形成し、このスリット３

２Ｒまたは３２Ｌに鏡面体３４を着脱自在かつ回転自在

に設ける。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 子 内 視 鏡 か ら 得 ら れ る 画 像 信 号 に 基 づ い て 画 面 上 に 画 像 を 表 示 す る 表 示 体 と 、 こ の 表 示
体 を 前 記 画 面 と 垂 直 に 交 差 す る 軸 線 周 り に 回 転 自 在 に 支 持 す る 枠 体 と を 備 え る こ と を 特 徴
と す る 電 子 内 視 鏡 用 モ ニ タ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 表 示 体 の 相 対 回 転 位 置 を 報 知 す る 報 知 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 電 子 内 視 鏡 用 モ ニ タ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 報 知 手 段 が 、 前 記 表 示 体 に お け る 画 像 表 示 領 域 の 外 側 近 傍 で あ っ て 特 定 の 位 置 に 設 け
ら れ る 指 標 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 用 モ ニ タ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 報 知 手 段 が 、 前 記 画 像 と 共 に 画 像 表 示 領 域 に 表 示 さ れ る 指 標 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 用 モ ニ タ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 枠 体 の 一 側 辺 に 鏡 面 体 が 回 転 自 在 か つ 着 脱 自 在 に 設 け ら れ 、 こ の 鏡 面 体 の 鏡 面 に は 前
記 表 示 体 の 画 像 を 左 右 反 転 し た 鏡 像 が 映 し 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電
子 内 視 鏡 用 モ ニ タ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 電 子 内 視 鏡 と 組 合 わ さ れ て 使 用 さ れ る 電 子 内 視 鏡 用 モ ニ タ 装 置 に 関 す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
電 子 内 視 鏡 （ 電 子 ス コ ー プ ） は 、 消 化 器 官 等 に 挿 入 さ れ る チ ュ ー ブ 状 の 可 撓 管 の 先 端 面 に
固 体 撮 像 素 子 を 備 え て お り 、 こ の 固 体 撮 像 素 子 に よ っ て 光 学 的 被 写 体 像 を 画 像 信 号 に 光 電
変 換 す る 。 電 子 内 視 鏡 か ら 得 ら れ た 画 像 信 号 は 、 プ ロ セ ッ サ と 呼 ば れ る 画 像 信 号 処 理 装 置
に お い て 所 定 の 信 号 処 理 が 施 さ れ た 後 、 モ ニ タ 装 置 に 出 力 さ れ る 。 モ ニ タ 装 置 は 、 プ ロ セ
ッ サ か ら の 映 像 信 号 に 基 づ い て 画 面 上 に 被 写 体 像 を 再 現 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 、 撮 像 素 子 の 画 素 の 読 み 出 し 順 と 、 モ ニ タ 装 置 に お け る 画 素 の 表 示 順 と は １ 対 １ で 対
応 し て お り 、 例 え ば 撮 像 素 子 の 右 上 隅 の 画 素 か ら 読 み 出 さ れ た 画 像 信 号 は モ ニ タ 装 置 の 右
上 隅 の 画 素 に 再 現 さ れ る よ う に 予 め 定 め ら れ て お り 、 一 般 に モ ニ タ 装 置 で は 、 画 面 上 で の
上 下 左 右 方 向 が 内 視 鏡 を 操 作 す る 上 で 予 め 定 め ら れ た 上 下 左 右 方 向 に 一 致 す る よ う に 被 写
体 像 が 表 示 さ れ る 。 従 っ て 、 術 者 は あ た か も 被 写 体 を 肉 眼 で 直 視 し て い る か の よ う な 感 覚
で 、 施 術 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
と こ ろ が 、 消 化 器 官 内 壁 等 の 蛇 行 し た 管 の 内 壁 を 撮 像 す る 場 合 、 可 撓 管 の 操 作 が 限 定 さ れ
、 撮 像 素 子 即 ち 可 撓 管 先 端 を 操 作 す る 上 で 定 義 さ れ た 上 下 と モ ニ タ 画 面 上 の 画 像 の 上 下 と
が 一 致 し な い 場 合 が あ る 。 ま た さ ら に 、 単 一 の モ ニ タ を 挟 ん で 対 向 し た ２ 人 以 上 の 術 者 が
同 時 に 内 視 鏡 を 操 作 す る 状 況 が あ り 、 こ の 場 合 は ど ち ら か 一 方 の 術 者 は 画 像 の 左 右 と 操 作
上 の 左 右 と が 逆 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う に 、 電 子 内 視 鏡 に お い て モ ニ タ 画 面 上 で の 上 下 左 右 と 術 者 に と っ て の 上 下 左 右 と
が 必 ず し も 一 致 し な い 場 面 が あ り 、 操 作 ミ ス や 、 現 場 で の 混 乱 を 招 き や す い と い う 問 題 が
あ っ た 。 一 方 、 内 視 鏡 （ フ ァ イ バ ー ス コ ー プ ） と Ｔ Ｖ カ メ ラ と Ｃ Ｒ Ｔ モ ニ タ と を 組 合 せ た
シ ス テ ム に お い て 、 表 示 Ｃ Ｒ Ｔ モ ニ タ 画 面 上 で の 内 視 鏡 の 固 有 の 上 下 方 向 の み を 認 識 で き
る 内 視 鏡 （ 特 許 文 献 １ を 参 照 ） が 開 示 さ れ て い る が 、 内 視 鏡 の 回 転 量 検 出 等 に 複 雑 な 回 路
を 要 し 、 ま た 、 左 右 方 向 に つ い て は 考 慮 さ れ て い な い 。 従 っ て 、 特 許 文 献 １ の 技 術 を 電 子
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内 視 鏡 と プ ロ セ ッ サ と モ ニ タ 装 置 と を 組 合 せ た シ ス テ ム に そ の ま ま 応 用 し て も 、 従 来 の プ
ロ セ ッ サ を 用 い る こ と は 出 来 ず 、 し か も 上 述 の 不 具 合 は 完 全 に は 解 消 さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ６ １ － １ ２ ２ ８ ３ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ り 、 電 子 内 視 鏡 を モ ニ タ 装 置 と 組 合 せ て 用
い る 場 合 に お い て モ ニ タ 画 面 上 で の 上 下 左 右 の 表 示 の 不 具 合 に よ る 術 者 の 操 作 ミ ス を 防 止
す る こ と が 課 題 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 用 モ ニ タ 装 置 は 、 電 子 内 視 鏡 か ら 得 ら れ る 画 像 信 号 に 基 づ い た 画 像 が
表 示 さ れ る 表 示 体 と 、 こ の 表 示 体 を 前 記 画 面 と 垂 直 に 交 差 す る 軸 線 周 り に 回 転 自 在 に 支 持
す る 枠 体 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 電 子 内 視 鏡 用 モ ニ タ 装 置 が 、 表 示 体 の 相 対 回 転 位 置 を 報 知 す る 報 知 手 段 を 備 え る こ と
が 好 ま し く 、 こ の 報 知 手 段 は 例 え ば 表 示 体 に お け る 画 像 表 示 領 域 の 外 側 近 傍 で あ っ て 特 定
の 位 置 に 設 け ら れ る 指 標 で あ っ て も よ い し 、 画 像 と 共 に 画 像 表 示 領 域 に 表 示 さ れ る 指 標 で
あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 電 子 内 視 鏡 用 モ ニ タ 装 置 に お い て 、 枠 体 の 一 側 辺 に 鏡 面 体 が 回 転 自 在 か つ 着 脱 自 在 に
設 け ら れ 、 こ の 鏡 面 体 の 鏡 面 に は 表 示 体 の 画 像 を 左 右 反 転 し た 鏡 像 が 映 し 出 さ れ る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で あ る 電 子 内 視 鏡 用 モ ニ タ 装 置 を 、 電 子 内 視 鏡 お よ び プ ロ セ ッ
サ と 共 に 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
電 子 内 視 鏡 （ 電 子 ス コ ー プ ） １ ０ は 可 撓 管 先 端 に 固 体 撮 像 素 子 で あ る Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ を 備 え 、
Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ に よ り 光 学 的 被 写 体 像 が 光 電 変 換 さ れ る 。 Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ の 出 力 信 号 は 、 画 像 信 号
処 理 装 置 お よ び 光 源 装 置 と し て の 両 機 能 を 兼 ね 備 え た プ ロ セ ッ サ １ ４ に 出 力 さ れ て 、 電 子
内 視 鏡 用 モ ニ タ 装 置 （ 以 下 、 モ ニ タ 装 置 と 省 略 す る ） ２ ０ に 応 じ た 映 像 信 号 、 例 え ば Ｎ Ｔ
Ｓ Ｃ 規 格 の 映 像 信 号 に 変 換 さ れ 、 モ ニ タ 装 置 ２ ０ に 出 力 さ れ る 。 モ ニ タ 装 置 ２ ０ は 映 像 信
号 に 基 づ い て 、 モ ニ タ 画 面 上 に 光 学 的 被 写 体 像 を 再 現 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
モ ニ タ 装 置 ２ ０ は 直 方 体 の 枠 体 ２ ２ を 備 え 、 こ の 枠 体 ２ ２ に 形 成 さ れ た 円 筒 状 の 開 口 部 に
は 、 ボ ー ル ベ ア リ ン グ 等 の 軸 受 ２ ６ を 介 し て 円 筒 状 の 表 示 体 ２ ４ が 収 容 さ れ 、 円 筒 状 の 開
口 部 の 軸 方 向 に 表 示 体 ２ ４ が 移 動 し な い よ う に な っ て い る 。 こ の 表 示 体 ２ ４ の 円 形 側 面 に
は 画 像 を 表 示 す る た め の 長 方 形 の 画 面 ２ ８ が 設 け ら れ 、 表 示 体 ２ ４ は 枠 体 ２ ２ に 対 し て 、
画 面 ２ ８ の 中 心 を 通 り 画 面 ２ ８ と 垂 直 に 交 差 す る 共 に 円 筒 状 の 開 口 部 の 軸 で も あ る 軸 線 Ｌ
周 り に 相 対 回 転 自 在 で あ る 。 図 １ に お い て 軸 線 Ｌ は 紙 面 に 垂 直 な 直 線 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
画 面 ２ ８ の 上 方 に は Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ ３ ０ が 設 け ら れ て お り 、 画 面 ２ ８ 即 ち 表 示 体 ２ ４ の 回 転
位 置 を 報 知 す る 報 知 手 段 と し て の 機 能 を 有 す る 。 表 示 体 ２ ４ は 、 画 面 ２ ８ の 長 辺 が 水 平 方
向 に 一 致 す る 図 １ の 位 置 が 初 期 位 置 に 定 め ら れ 、 表 示 体 ２ ４ が 初 期 位 置 に 位 置 決 め さ れ て
い る と き に は 、 画 面 ２ ８ に は 被 写 体 の 正 立 像 が 表 示 さ れ る 。 図 中 で は 、 図 示 の 簡 略 化 の た
め に 被 写 体 は 複 数 の 幾 何 学 図 形 （ 円 、 三 角 形 お よ び 四 角 形 ） で 示 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 表 示 体 ２ ４ は 図 示 し な い 位 置 決 め 機 構 に よ り 所 定 の 相 対 回 転 位 置 で 位
置 決 め 可 能 で あ り 、 本 実 施 形 態 で は 、 初 期 位 置 （ 図 １ ） の 他 に 、 第 １ 回 転 位 置 （ 図 ２ （ ａ
） 、 初 期 位 置 か ら ９ ０ 度 回 転 し た 位 置 ） 、 第 ２ 回 転 位 置 （ 図 ２ （ ｂ ） 、 初 期 位 置 か ら １ ８
０ 度 し た 位 置 ） お よ び 第 ３ 回 転 位 置 （ 図 ２ （ ｃ ） 、 初 期 位 置 か ら ２ ７ ０ 度 回 転 し た 位 置 ）
の ３ つ の 回 転 位 置 で 位 置 決 め さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
枠 体 ２ ２ に お け る 表 示 体 ２ ４ の 左 右 側 方 に は 、 画 面 ２ ８ の 垂 直 方 向 （ 図 １ の 上 下 方 向 ） に
延 び る ス リ ッ ト ３ ２ Ｒ お よ び ３ ２ Ｌ が 形 成 さ れ 、 こ の ス リ ッ ト ３ ２ Ｒ ま た は ３ ２ Ｌ に は 、
鏡 面 体 ３ ４ の 一 端 が 着 脱 自 在 で あ る 。 な お 、 鏡 面 体 ３ ４ の 一 端 が ス リ ッ ト ３ ２ Ｒ ま た は ３
２ Ｌ に 装 着 さ れ た と き に 鏡 面 体 ３ ４ の 鏡 面 が 画 面 ２ ８ に 相 対 す る 。 鏡 面 体 ３ ４ は 画 面 ２ ８
よ り も 広 い 面 積 の 鏡 面 を 片 面 に 有 す る 鏡 面 部 ３ ４ ａ を 有 し 、 こ の 鏡 面 部 ３ ４ ａ の 水 平 方 向
長 さ お よ び 垂 直 方 向 長 さ は 、 そ れ ぞ れ 画 面 ２ ８ の 初 期 位 置 に お け る 水 平 方 向 長 さ お よ び 垂
直 方 向 長 さ よ り 長 い 。 よ り 厳 密 に 言 う と 、 表 示 体 ２ ４ が 初 期 位 置 に あ る 時 の 画 面 ２ ８ の 中
心 か ら Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ ３ ０ ま で の 距 離 と 、 表 示 体 ２ ４ が 第 ２ 回 転 位 置 に あ る 時 の 画 面 ２ ８ の
中 心 か ら Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ ３ ０ ま で の 距 離 と を 加 算 し た 長 さ 、 即 ち 画 面 ２ ８ の 中 心 か ら Ｌ Ｅ Ｄ
ラ ン プ ３ ０ ま で の 距 離 の ２ 倍 の 長 さ と 画 面 ２ ８ の 初 期 位 置 に お け る 水 平 方 向 長 さ を 比 べ た
時 の 長 い ほ う の 長 さ よ り も 、 鏡 面 部 ３ ４ ａ の 垂 直 方 向 長 さ は 長 い 。 同 様 に 、 画 面 ２ ８ の 中
心 か ら Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ ３ ０ ま で の 距 離 の ２ 倍 の 長 さ と 画 面 ２ ８ の 初 期 位 置 に お け る 水 平 方 向
長 さ を 比 べ た 時 の 長 い ほ う の 長 さ よ り も 、 鏡 面 部 ３ ４ ａ の 水 平 方 向 長 さ は 十 分 長 い 。 こ の
こ と に よ り 、 初 期 位 置 お よ び 各 回 転 位 置 の い づ れ に お い て も 、 画 面 ２ ８ に 表 示 さ れ た 被 写
体 像 及 び Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ ３ ０ の 全 体 の 鏡 像 を 鏡 面 部 ３ ４ ａ に て 得 る こ と が で き る 。 鏡 面 部 ３
４ ａ の 一 側 辺 に は 図 示 し な い ヒ ン ジ 機 構 を 介 し て 挿 入 板 部 ３ ４ ｂ が 取 付 け ら れ る 。 挿 入 板
部 ３ ４ ｂ は ス リ ッ ト ３ ２ Ｒ お よ び ３ ２ Ｌ と 同 じ 垂 直 方 向 長 さ を 有 し 、 ス リ ッ ト ３ ２ Ｒ ま た
は ３ ２ Ｌ に 実 質 的 に 隙 間 な く 挿 入 さ れ 得 る 。 鏡 面 部 ３ ４ ａ は 挿 入 板 部 ３ ４ ｂ に 対 し て 両 者
の 接 続 線 Ｍ 周 り に 相 対 回 転 自 在 で あ り 、 挿 入 板 部 ３ ４ ｂ が 枠 体 ２ ２ に 取 り 付 け ら れ た 状 態
で は 、 画 面 ２ ８ に 対 し て 任 意 の 開 き 角 度 で 位 置 決 め さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ３ （ ａ ） は 枠 体 ２ ２ の 左 側 の ス リ ッ ト ３ ２ Ｌ に 挿 入 板 部 ３ ４ ｂ を 挿 入 し て 鏡 面 体 ３ ４ を
画 面 ２ ８ の 左 方 に 取 付 け た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ３ （ ｂ ） は 枠 体 ２ ２ の 右 側 の ス リ
ッ ト ３ ２ Ｒ に 挿 入 板 部 ３ ４ ｂ を 挿 入 し て 鏡 面 体 ３ ４ を 画 面 ２ ８ の 右 方 に 取 付 け た 状 態 を 示
す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ３ （ ａ ） お よ び 図 ３ （ ｂ ） で は 、 画 面 ２ ８ に 表 示 さ れ た 被 写 体 像 を 正 立 像 と し た 場 合 、
鏡 面 部 ３ ４ ａ に は そ の 鏡 像 、 即 ち 被 写 体 の 左 右 を 反 転 し た 像 が 表 示 さ れ る こ と に な る 。 図
３ （ ａ ） に 示 す よ う に 表 示 体 ２ ４ を 初 期 位 置 に 位 置 決 め し て モ ニ タ 装 置 ２ ０ の 正 面 側 か ら
矢 印 Ａ で 示 す 方 向 に 画 面 ２ ８ を 見 れ ば 被 写 体 の 正 立 像 が 観 察 で き 、 ま た モ ニ タ 装 置 ２ ０ の
右 方 側 か ら 矢 印 Ｂ で 示 す 方 向 に 鏡 面 部 ３ ４ ａ を 見 れ ば 被 写 体 の 鏡 像 が 観 察 で き る 。 こ こ で
図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 表 示 体 ２ ４ を 第 ２ 回 転 位 置 に 位 置 決 め す れ ば 、 鏡 面 部 ３ ４ ａ に は
、 被 写 体 の 正 立 像 を 上 下 左 右 反 転 し た 像 を 観 察 で き る こ と に な る 。 図 ３ （ ｂ ） の よ う に 鏡
面 体 ３ ４ を 枠 体 ２ ２ の 右 方 に 取 付 け れ ば 、 被 写 体 の 鏡 像 が モ ニ タ 装 置 ２ ０ の 左 方 側 か ら 矢
印 Ｃ で 示 す 方 向 に 観 察 で き る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の モ ニ タ 装 置 ２ ０ で は 、 被 写 体 像 を 表 示 す る 画 面 ２ ８ の 相 対 回 転
位 置 を 任 意 に 設 定 で き 、 ま た 鏡 面 体 ３ ４ が 着 脱 自 在 に 設 け ら れ る の で 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の
操 作 状 況 に 応 じ て 被 写 体 像 の 向 き （ 正 立 像 お よ び 鏡 像 、 倒 立 像 、 ９ ０ 回 転 し た 像 な ど ） を
容 易 に 変 更 で き る 、 具 体 的 に は 操 作 上 設 定 さ れ た 上 下 左 右 方 向 と 、 画 面 ２ ８ の 被 写 体 像 の
上 下 左 右 方 向 と を 便 宜 上 一 致 さ せ る こ と が で き 、 操 作 ミ ス が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 本 実 施 形
態 の モ ニ タ 装 置 ２ ０ に お い て は 、 モ ニ タ 装 置 ２ ０ に 対 す る 術 者 の 観 察 位 置 に 応 じ て 、 鏡 面
体 ３ ４ を 画 面 ２ ８ の 左 側 ま た は 右 側 の い ず れ に も 設 け る こ と が で き る 。 ま た さ ら に 、 鏡 面
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部 ３ ４ ａ と 画 面 ２ ８ と の 開 き 角 度 は 任 意 に 設 定 で き る の で 、 モ ニ タ 装 置 ２ ０ に 対 す る 術 者
の 観 察 位 置 の 自 由 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
な お 、 本 実 施 形 態 で は 画 面 ２ ８ の 回 転 位 置 を 術 者 に 報 知 す る 報 知 手 段 と し て Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ
３ ０ を 設 け て い る が 、 他 の 報 知 手 段 と し て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 モ ニ タ 装 置 ２ ０ に 文 字 挿
入 回 路 を 内 蔵 さ せ て 画 面 上 に 「 上 」 「 下 」 「 右 」 「 左 」 の 文 字 マ ー ク Ｍ を 画 面 の 縁 に 表 示
さ せ て も よ い 。 さ ら に 、 画 面 ２ ８ の ど の 回 転 位 置 で も 文 字 マ ー ク Ｍ が 正 立 表 示 さ れ る よ う
に 、 回 転 位 置 検 出 手 段 を 設 け て そ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 該 文 字 挿 入 回 路 が 正 立 表 示 す る よ
う 制 御 さ れ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 用 モ ニ タ 装 置 は 、 必 要 に 応 じ て 画 像 の 上 下 左 右 を
変 更 で き る た め 、 術 者 の 上 下 左 右 と 画 面 上 で の 左 右 上 下 と を 便 宜 上 一 致 さ せ る こ と が で き
、 術 者 の 操 作 ミ ス を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 で あ る 電 子 内 視 鏡 用 モ ニ タ 装 置 を 電 子 内 視 鏡 お よ び プ ロ セ
ッ サ と 共 に 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す モ ニ タ 装 置 に お い て 、 表 示 体 の ３ つ の 相 対 回 転 位 置 を 示 す 正 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す モ ニ タ 装 置 に お い て 、 枠 体 に 鏡 面 体 を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ４ 】 報 知 手 段 の 他 の 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 電 子 内 視 鏡
１ ２ 　 Ｃ Ｃ Ｄ
１ ４ 　 プ ロ セ ッ サ
２ ０ 　 モ ニ タ 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 7月 10日 (2003.7.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
枠 体 ２ ２ に お け る 表 示 体 ２ ４ の 左 右 側 方 に は 、 画 面 ２ ８ の 垂 直 方 向 （ 図 １ の 上 下 方 向 ） に
延 び る ス リ ッ ト ３ ２ Ｒ お よ び ３ ２ Ｌ が 形 成 さ れ 、 こ の ス リ ッ ト ３ ２ Ｒ ま た は ３ ２ Ｌ に は 、
鏡 面 体 ３ ４ の 一 端 が 着 脱 自 在 で あ る 。 な お 、 鏡 面 体 ３ ４ の 一 端 が ス リ ッ ト ３ ２ Ｒ ま た は ３
２ Ｌ に 装 着 さ れ た と き に 鏡 面 体 ３ ４ の 鏡 面 が 画 面 ２ ８ に 相 対 す る 。 鏡 面 体 ３ ４ は 画 面 ２ ８
よ り も 広 い 面 積 の 鏡 面 を 片 面 に 有 す る 鏡 面 部 ３ ４ ａ を 有 し 、 こ の 鏡 面 部 ３ ４ ａ の 水 平 方 向
長 さ お よ び 垂 直 方 向 長 さ は 、 そ れ ぞ れ 画 面 ２ ８ の 初 期 位 置 に お け る 水 平 方 向 長 さ お よ び 垂
直 方 向 長 さ よ り 長 い 。 よ り 厳 密 に 言 う と 、 表 示 体 ２ ４ が 初 期 位 置 に あ る 時 の 画 面 ２ ８ の 中
心 か ら Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ ３ ０ ま で の 距 離 と 、 表 示 体 ２ ４ が 第 ２ 回 転 位 置 に あ る 時 の 画 面 ２ ８ の
中 心 か ら Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ ３ ０ ま で の 距 離 と を 加 算 し た 長 さ 、 即 ち 画 面 ２ ８ の 中 心 か ら Ｌ Ｅ Ｄ
ラ ン プ ３ ０ ま で の 距 離 の ２ 倍 の 長 さ と 画 面 ２ ８ の 初 期 位 置 に お け る 水 平 方 向 長 さ を 比 べ た
時 の 長 い ほ う の 長 さ よ り も 、 鏡 面 部 ３ ４ ａ の 垂 直 方 向 長 さ は 長 い 。 同 様 に 、 画 面 ２ ８ の 中
心 か ら Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ ３ ０ ま で の 距 離 の ２ 倍 の 長 さ と 画 面 ２ ８ の 初 期 位 置 に お け る 水 平 方 向
長 さ を 比 べ た 時 の 長 い ほ う の 長 さ よ り も 、 鏡 面 部 ３ ４ ａ の 水 平 方 向 長 さ は 十 分 長 い 。 こ の
こ と に よ り 、 初 期 位 置 お よ び 各 回 転 位 置 の い ず れ に お い て も 、 画 面 ２ ８ に 表 示 さ れ た 被 写
体 像 及 び Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ ３ ０ の 全 体 の 鏡 像 を 鏡 面 部 ３ ４ ａ に て 得 る こ と が で き る 。 鏡 面 部 ３
４ ａ の 一 側 辺 に は 図 示 し な い ヒ ン ジ 機 構 を 介 し て 挿 入 板 部 ３ ４ ｂ が 取 付 け ら れ る 。 挿 入 板
部 ３ ４ ｂ は ス リ ッ ト ３ ２ Ｒ お よ び ３ ２ Ｌ と 同 じ 垂 直 方 向 長 さ を 有 し 、 ス リ ッ ト ３ ２ Ｒ ま た
は ３ ２ Ｌ に 実 質 的 に 隙 間 な く 挿 入 さ れ 得 る 。 鏡 面 部 ３ ４ ａ は 挿 入 板 部 ３ ４ ｂ に 対 し て 両 者
の 接 続 線 Ｍ 周 り に 相 対 回 転 自 在 で あ り 、 挿 入 板 部 ３ ４ ｂ が 枠 体 ２ ２ に 取 り 付 け ら れ た 状 態
で は 、 画 面 ２ ８ に 対 し て 任 意 の 開 き 角 度 で 位 置 決 め さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の モ ニ タ 装 置 ２ ０ で は 、 被 写 体 像 を 表 示 す る 画 面 ２ ８ の 相 対 回 転
位 置 を 任 意 に 設 定 で き 、 ま た 鏡 面 体 ３ ４ が 着 脱 自 在 に 設 け ら れ る の で 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の
操 作 状 況 に 応 じ て 被 写 体 像 の 向 き （ 正 立 像 お よ び 鏡 像 、 倒 立 像 、 ９ ０ ° 回 転 し た 像 な ど ）
を 容 易 に 変 更 で き る 、 具 体 的 に は 操 作 上 設 定 さ れ た 上 下 左 右 方 向 と 、 画 面 ２ ８ の 被 写 体 像
の 上 下 左 右 方 向 と を 便 宜 上 一 致 さ せ る こ と が で き 、 操 作 ミ ス が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 本 実 施
形 態 の モ ニ タ 装 置 ２ ０ に お い て は 、 モ ニ タ 装 置 ２ ０ に 対 す る 術 者 の 観 察 位 置 に 応 じ て 、 鏡
面 体 ３ ４ を 画 面 ２ ８ の 左 側 ま た は 右 側 の い ず れ に も 設 け る こ と が で き る 。 ま た さ ら に 、 鏡
面 部 ３ ４ ａ と 画 面 ２ ８ と の 開 き 角 度 は 任 意 に 設 定 で き る の で 、 モ ニ タ 装 置 ２ ０ に 対 す る 術
者 の 観 察 位 置 の 自 由 度 が 向 上 す る 。
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设备20和监视器设备20。 基于视频信号在屏幕28上显示光学对象图
像。 监视器装置20包括框架主体22和由框架主体22可旋转地支撑并且具
有屏幕28的显示主体24。 在框体22的左侧和右侧形成有狭缝32R和
32L，并且在狭缝32R或32L中可拆卸地且可旋转地设置有镜体34。 [选
型图]图1
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